学びのつながりを大切にしたカリキュラムデザイン２年生春の題材「日本の伝統音楽の特徴を活用して，新しい音楽をつくろう！（「詩と音楽」「和文化と表現」）」 by 栁, 博恵
１ 学びの構想
１年生での学びを受けて
子どもたちは，１年春の題材「音と音楽の違い
は？（サウンドスケープによる創作）」において，
１枚の絵（カンディンスキ 「ーコンポジションⅧ」）
を“声”で表現する活動に取り組んだ。抽象画の中
の様々な視覚的特徴（色やかたち）や“絵そのもの”
から受ける印象を“自分というフィルター”を通し
音声に変換していき，それを素材として，仲間と協
働で“音楽”を創り上げていった。
また，秋の題材「日本の伝統音楽～声の特徴を探
ろう！」において，「日本の伝統音楽」の声の特徴
と言葉の特性（抑揚）に焦点を当て，声明・狂言・
能・長唄・民謡の５つのジャンルについて声の出し
方や歴史について学んだ。「やせ蛙 負けるな一茶
これにあり」（小林一茶）の俳句を用いて，各ジ
ャンルの声の特徴を生かした音楽づくりを行った。
その中で，言葉の特性（抑揚）や反復，変化，重な
り方などの構成を工夫し，表現を追究した。
冬の題材「私のメロディを使ってオリジナルの歌
を創ろう！」では，音楽を形づくっている要素の知
識や旋律創作の基本を学んできた。
これまで学んできたことを活用して，本題材では
日本の伝統音楽の声の特徴を生かし，自分たちが考
えた言葉を“音楽”として表現していく。言葉や詩
と音楽との関係，さらには音による情景描写の多彩
さを探っていく。
言葉のもつリズム感や言葉の意味する内容を日本
の声やサウンドスケープと結びつけた表現探究が，
子どもたちのこれまでの学びにさらなる広がりと深
まりをもたらすことを願っている。
言葉・詩と音楽との関係を探る
本題材では，まず言葉の音素材としての可能性を
探る。言葉には，そのもののもつリズムや抑揚，ア
クセントがある。普段は意思伝達の手段として使わ
れている言葉が，音素材としての可能性を秘めてく
る。子どもたちの柔軟な発想によって，言葉のモチ
ーフを組み合わせたり，構成したりしながら，言葉
の表現を広げていく。
言葉の表現を追究することは，本題材のみならず，
合唱や独唱といった表現活動にも大きくかかわって
くる。歌詞全体の雰囲気だけでなく，それぞれの単
語が持つリズムや語調など，細部にまでこだわって
追究することは，より深い音楽表現にもつながって
いくものである。本題材での学びが，夏の題材「合
唱の表現を充実させよう（合唱表現の創造Ⅱ）」に
もつながり，子どもたちが歌詞や言葉から感じた世
界を音楽表現に高めていくことができると信じる。
我が国の伝統的な発声
我が国の伝統音楽は，歌を中心に発展してきた。
それらは，歌詞を旋律的に扱った「歌う」や「唄う」，
物語を音楽的に表現する「語る」などを言い表す。
伝統的な発声は様々な種類をもち，それぞれの種目
（ジャンル）らしさと共通して見られる特徴もある。
本題材では，言葉と音楽との関係に注目し，言葉
のまとまり，リズム，抑揚，高低アクセント，発音
学びのつながりを大切にしたカリキュラムデザイン
２年生春の題材「日本の伝統音楽の特徴を活用して，新しい音楽をつくろう！
（「詩と音楽」「和文化と表現」）」
Ⅰ 「学びをつなぐ《探究するコミュニティ》としての実践」
「日本の伝統音楽」の特徴って何？子どもたちは，声明・謡・狂
言・長唄・民謡の声の特徴（こぶしや節回しなど）や言葉の特性（抑
揚）などをＣＤを聴いて感じ取った。声明や狂言のように独特な節
回しで印象に残るものもあるが，つまらない，盛り上がりに欠ける
などの理由から，日本の伝統音楽を敬遠する傾向が見られる。そこ
で，日本の伝統音楽の歌唱について身近に感じ取ることができるよ
うに，特に言葉の抑揚，リズムに着目し，各ジャンルの声の特徴を
生かした音楽づくりに挑戦する。音楽の特質や雰囲気を感じ取る中
で生まれる様々なイメージや感情は，音楽活動を推進していく大き
な原動力になるであろう。
－音１－
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日本の伝統音楽の声の特徴
及び音質といったものが直接的に作用することで，
旋律の動きやリズム，間，声の音色など日本的な特
徴をもった音楽を生み出す源となっていることを感
じ取らせていく。
２ 学びのストーリー
 日本の伝統音楽の特徴を確認する。 （第１時）
日本の伝統音楽というと… （第１時）
まず，１年生秋の題材で学習した日本の伝統音楽
について振り返る。
教師：日本の伝統音楽というと？
みんな：去年，何を調べたっけ？
祐伸：声明とか民謡とか…
教師：他には？
菜子：狂言。
由希：能を調べた！
教師：そうね。能というジャンルで探究を進めた人たちが
いましたね。今回，声のジャンルとして能の場合，
謡とします。能というととても大きなくくりになり
ますからね。
みんな：そっか，そうなんだ。
『声明』『謡』『狂言』『長唄』『民謡』の声の特徴
を確認する。
各ジャンルの声の特徴を自分の言葉で語ることが
できる。しかし，『謡』と『長唄』については，漠
然とした雰囲気で捉えていた。すると，子どもたち
の方から「かえでいろづくやまのあさは」のＣＤを
もう一度聴きたいと要望があり，『謡』と『長唄』を
聴き比べた後，他のジャンルも聴くことになった。
少しずつ記憶がよみがえってきたのか，「こぶし」
や声の出し方，声質などの言葉も出てきた。実際に
声を出しながら，各ジャンルの特徴を改めて感じ取
った。
発声の仕方も具体的に，腹式呼吸を使った深みの
ある声からのどで調節するような固い声まで♪かえ
でいろづくやまのあさは♪を歌いながら確かめてい
った。
 日本の伝統音楽の特徴を活用して，新しい音楽
をつくろう！ （第２時～第９時）
表現するのにふさわしい言葉を選ぼう！（第２時）
教師：日本らしさを感じさせる言葉って何？
太郎：富士山！
奈子：やっぱり桜でしょ。
耕太：えー？スカイツリーとか…。
由希：日本の伝統音楽と結びつけると，歴史ある昔の日本
のことで人物や名所旧跡など。
「日本らしさを感じさせる言葉を見つけよう！」
の問いかけには，予想以上に子どもたちの反応が良
く，次々と言葉が出てきた。
班ごとに書いたホワイトボードは，たくさんの言
葉で埋め尽くされていた。
やはり，四季折々の言葉が一番多く，見つけやす
かったようである。春夏秋冬，さくら，紅葉，富士
山など四季折々の情景を思わせる単語がたくさん出
てくる中，日本らしさの広いテーマから自分たちの
身近なものに着目し，福井の良さ「東尋坊」「永平
寺」「幸福度№１」などどんどん広がりを見せてい
った。子どもたちの言葉選びは最高に盛り上がり，
さらには，附属中の良さに着目し，「伝統」「自主協
同（校訓）」「音楽」など，日本らしさから少し離れ
ていくように感じられた。
しかし，由希の「日本の伝統音楽」と結びつける
ことを念頭に置きながらも，麗奈が「自分たちで新
しい音楽をつくるなら自分たちの選んだ言葉で，５
つのジャンルの声を表現したい。」という発言を受
けて，日本らしさを感じさせる言葉に限定せず，自
分たちが考えて選んだ言葉で音楽をつくっていくこ
ととなった。
自分たちが，日本のことはもちろん，福井のこと
や附属中についても表現してみたいという気持ちを
大切にし，日本の伝統音楽を声で表現する上で，ど
んな言葉がふさわしいかを今一度考えた。
４班の言葉選び
言葉について：東京タワー，富士山，桜，ホトトギ
ス，スカイツリー
取り入れる音楽：狂言，長唄，民謡，謡，義太夫節
日本の伝統音楽の声に着目しているときに能につ
いて教科書で確認していたら，そのページに「義太
夫節」があり，「こんなのもあるんだ」と由希が発
見！４班の仲間は，興味を持って調べ学習に入る。
「日本の伝統音楽」って地味？？？ （第３時）
前時では，テーマに沿って，たくさんの種類の言
葉が出てきた。これを取捨選択し，５つのジャンル
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奈美のレポート
の声の特徴を生かして，音楽づくりの活動にスムー
ズに入っていけると予想していた。ところが，子ど
もたちは，言葉の吟味は単語をつなげて詩にしたり，
言葉のリズムを考えたり楽しく活動できていたが，
日本の声と結びつけるとなると活動が少し停滞した
のである。
自分たちの考えた言葉には満足しているようであ
る。しかし，伝統的な声と結びつけることに必然性
がなく，意欲が見られないのではないかと思われた。
そこで，「なぜ，伝統音楽に親しめないか」と聞
いてみた。
慶太：聞いていて楽しくない。
由希：テンポが遅い。
拓人：盛り上がりに欠ける。
芽衣：終わりが分からない。
祐伸：古くさい感じがする。
教師：どうして？
祐伸：暗いから。
教師：何が？
祐伸：音というか，響きが…。
このように，子どもたちが，日本の伝統音楽に抵
抗を感じる理由を音楽的な特徴をもとに考えていく
ことで，それらの特徴を生かして新たに音楽づくり
をする価値を見出していた。また，その時代に流行
した歴史的背景や時代の中に生きている音楽がある
ことを確認した。
活動の停滞は，日本の伝統音楽の特徴からだけで
はなく，伝統音楽の声の特徴を奥深く理解できてい
ない面もあり，５つのジャンルの声をどのように活
用していくと良いか困っていたことも原因と考えら
れる。そこで，改めて，声の特徴を確認するようア
ドバイスしたところ，それぞれのジャンルの良さや
自分たちの考えた言葉とのつながりを考えられるよ
うになってきた。伝統的な声の良さを見つけ出し，
それを活用した音楽をつくることに少しずつ前向き
に取り組むようになってきた。
言葉からイメージした情景をもとに協働で音楽を
つくろう！ （第４時・５時）
本格的に音楽づくり開始となり，言葉の吟味をし
て，それにふさわしい声のジャンルを探していく。
実際に声を出してうたってみて，判断している姿が
見られた。
教師：「うた」ってどんな漢字を書く？
慶太：「歌」
教師：そうね。他に知っている漢字はない？
祐伸：「唱」と「唄」
麗奈：「謡」もあるよ。
教師：これらの漢字の使い分けって分かる？
みんな：えーっ？
これまで，このように「うた」の漢字について真
剣に考えたことは初めてで，漢字からくるイメージ
を子どもたち同士で話していた。
仲間と協働で言葉のうたい（歌い，唄い，謡い，
詠い，唱い）方やサウンドスケープを織り交ぜた表
現を探究しながら音楽をつくっていく。
４班の活動の様子は，七五調の言葉のリズムを生
かして，やさしい感じがするという理由で長唄を取
り入れ，その場の雰囲気や景色を表すのに，オノマ
トペを使っていくことになった。長唄の他には，言
葉に合ったイメージで狂言（強い感じ），謡（怖い
感じ），民謡（明るい感じ）と声の特徴を分類して，
組み合わせていった。日本のイメージから単語を出
して，ストーリーにしていき，言葉のイメージにふ
さわしい日本の声を考えていったようである。情景
や人物の性格などイメージがどんどん膨らみ，話し
合いが活発になっていった。
また，各自が５つのジャンルの歴史や発声法をま
とめ授業に活用できた。文章や絵でまとめていった
り，奈美のようにウェビングマップ風にわかりやす
く分類したり各個人のまとめ方にも工夫がされてい
た。
どの班も言葉と声を単に組み合わせるのではなく，
イメージを大切にし，声の特徴を理解した上で音楽
づくりを進めていった。
各ジャンルの中でも「民謡」については，必ずし
も明るい感じ！だけではない。生活に密着した民謡
のジャンルは幅広く「民謡＝明るい」という方程式
のみ理解しないよう鑑賞資料を用いた。民謡「こき
りこ節」「三国節」「谷茶前」を鑑賞し，声の出し方
が長唄に似ていることや音階の仕組みについて感じ
取った。
小学生の時に「こきりこ節」を聞いた記憶がある
のは５～６人で，福井の代表する民謡曲「三国節」
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ＣＤを聴きながら音楽づくりをする子どもたち
４班の中間発表の様子
については，昨年，民謡を探究した子どもたちは知
っていたが，クラスの半分以上が曲を聴いたことが
ない状態であった。「谷茶前」については，全く知
らず，ただ前奏の三線の音色と音階を聴いて「沖縄
の曲だ！」と目を輝かせて聴き入った様子が印象的
であった。
中間発表を通して，表現を高めよう！（第６・７時）
中間発表会を通して「日本の伝統音楽」のどのよ
うな声の特徴を表現しているのかを聴き取り，自分
たちの作品と比較していく。発表後の質問やアドバ
イスを通して他者との交流を図り，そこで得た情報
や他のグループの演奏を参考に自分たちの曲や表現
を再構成していく。そうすることで，演奏形態や音
の表現へのこだわりにつながっていくことを期待し
ている。
最初１５分間の練習時間をとった。どの班も，言葉
の吟味と声の出し方，表現にこだわりをもち，より
よい音楽表現を求め，互いに高め合う様子が見られ，
６時間目は班で練り合う時間となった。構成面では，
音楽の終わり方に着目し，イメージした表現ができ
るように音の重なりや強弱・速度などを取り入れて
いた。どの班も音に対するこだわりは見られるが，
演奏者としての表現力が今ひとつであったため，各
ジャンルのＣＤを聴きながら声に出していくように
助言した。
奈美：どうする？
（奈美と由希の２人が広志に民謡的な表現を指導し始める）
由希：全部“山型”というか…
（民謡の音源を聴いて，女子２人はいろいろなパターンで
「ホトトギス～」を歌う。）
広志：できない…
奈美：一番簡単だと思うけど…
由希：手で山を描けばいいよ！
（横で女子の歌を聞いていた良樹が）
良樹：そんな高い声，出ないよ。
この後，（発表部分の）最初から通し練習を始め
る。
（広志の歌を聞いて）
由希：声明だよ！子音をもっと出して！
奈美：一音一音出すんだよ！
（広志がアドバイスを受けて歌うと）
女子二人：オッケー
（この後，長唄の音源を使い，女子二人が良樹に音程指導。）
教師：今から，できたところまでで結構です。発表をしてく
ださい。発表を聴く観点は，
・声の特徴をとらえているか
・声のひびき
・抑揚
・強弱
・重なり・反復・変化
といった表現面と構成面から聴いてください。
できている所までを１班から順に発表した。その
際，上記のように発表を聴く観点を示したが，各班
が工夫した点については発表前にはあえて言わずに
表現した。聴き手に，発表した班の言葉と声の特徴
の関係をつかみ，観点をもとに聴く力をつけてほし
かったためである。
４班は，戦国時代の武将のイメージを捉えて伝統
音楽のジャンルと結びつけた。１年生で学んだサウ
ンドスケープも取り入れた構成で，できたところま
でを発表した。
奈美は重なりについて考えていたが，由希はジャ
ンルについて考えている。構成と役割分担について
ホワイトボードにまとめ始める。
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４班の音楽づくりのプロセス
再構成をする子どもたち
ここで長唄の全体鑑賞が入る。途中段階ではある
が，より声の特徴を生かして表現できるように，Ｄ
ＶＤを視聴する。プロの方の長唄の発声法について
姿勢や口の開け方を見ながら真似する子どもたちで
あった。その後，
女子：“どこ？”は５回で間を３拍おいてからパン（手拍子）！
由希：（間と手拍子に対して）まぁ，切り替えましたよって
感じで。
この後，オノマトペの長さについて話し合う。
奈美：（句の表現の背景で）“シャ－”って言って！。
由希：鳴かぬなら～
鳴かぬなら～ って，重ねた方がいいと思う。
中間発表を受けて４班への感想・アドバイス
菜子：「ホトトギス」の句にいろいろなジャンルの声の特徴
を取り入れて雰囲気が伝わりやすくて良かった。
美晴：オリジナルを入れて良かった。もう少し強弱をつける
とインパクトが出ると思う。
この時間の子どもたちの会話や表現から，各ジャ
ンルの特徴を“音程（旋律線）”で捉えているよう
に感じた。“声質”や“節回し”というよりも，“か
えで～”の音程（旋律）をそのまま“ホトトギス”
に当てはめているようであった。ただ，“声明”に
ついての認識は“子音”や“一音一音出す”の表現
から，音程に特徴がないためにその他の要素に目が
向いていった。ここから他のジャンルについても特
徴を捉える糸口になっていくことに期待した。
《中間発表を終えて》
４班の子どもたちは，他のグループの発表を受け
て，“手拍子”と“重ねる”という視点を得たよう
である。発表前まで表現にこだわっていた活動が，
音楽の構成にまで広がっていった。
４班のストーリー
東京タワー，富士桜，
日本のシンボルスカイツリー，
最上川はどこの国？
長唄…１つ１つの言葉を大切にしながら
（こぶし）
ここはどこ？どこ？どこ？どこ？
民謡…せかす感じで
あっ！ホトトギス。ここは日本。
〈ホトトギスの鳴き声〉
えっ！なんでここに？織田信長。
鳴かぬなら 殺してしまえ ホトトギス
狂言…力強い
鳴かぬなら 鳴かせてみせよう ホトトギス
謡…裏がこわい
鳴かぬなら 鳴くまで待とう ホトトギス
長唄…やさしい
鳴かぬなら 私が鳴こう ホトトギス
民謡…明るい
〈ホトトギスの鳴き声〉
あっ！鳴いた！
音にこだわりをもち，イメージに合った音を探し
ている姿は見られた。音楽づくりの工夫点や構成な
どの視点を助言していった。
感じたことや考えたことを明らかにしながら，仲
間と音楽づくりをする。
どの班も創作活動が軌道にのり，日本らしさを生
み出す工夫を行っていた。言葉や日本の声の表現か
らこだわりをもって音楽をつくり，一人一人が役割
の責任を持って声を出すことでより一層，協働探究
の深まりが見られてきた。
クラスコンサートで学びの成果を発表しよう！（第８時）
再構成はみんなからのアドバイスを生かし，各グ
ループの課題をもとに始まった。
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由希：私たちは戦国時代の３人の武士＋私たちの俳句に合っ
たジャンルの声を考えて音楽をつくってきた。ジャン
ルの声とマッチしているけど，声量や変化が足りない
ので武士のイメージをもって表現練習をしよう！
このようにどの班も具体的に直す点を確認し，自
分たちの作品の再構成に入っていった。本時は作品
のクラスコンサート行う。
全体的に中間発表に比べ，日本の伝統音楽の特徴
と自分たちが選んだ言葉の結びつきと音楽のつくり
において高い意識をもって臨んでいた。
ようやく，自分たちが取り組んできたことにクラ
ス全員が意味を感じ，日本の伝統音楽の奥深さを改
めて感じ取った。
音楽集会・授業の振り返り （第９時）
音楽集会で他のクラス発表，１年生と３年生の発
表を鑑賞した子どもたちは大いに刺激を受けたよう
である。子どもたちは以下のように振り返っている。
拓人の振り返りから
日本の伝統音楽である声明・謡・狂言・長唄・民謡の
５つのジャンルに分かれて学習してきた。長くその歌が
受け継がれている理由は，僕は日本人に合った音楽だか
らだと思います。日本人は昔からしみじみとした簡素な
文化が発達し，長く続いています。J-pop は現代人に合
っていると思うけれど，歳をとってくると，静かな曲が
聞きたくなるものです。ただ静かなだけでなく，伝統的
な音・声の出し方・リズムがやはり日本人に会った文化
だから長く続くんだと思います。
今までは，伝統的な音楽に全然興味がなく，聞いたこ
とはなかったけれど，今回の授業で声の出し方を真似て
みたり，プロの演奏を聴いて魅力を感じました。
由希の振り返りから
日本の伝統音楽は興味のない人にはあまりふれあう機
会のないもです。しかし，今の様々な音楽も原点は伝統
音楽です。普通は知ることがあまりない伝統音楽につい
て学ぶことができ，それに加え自分たちで新しい音楽を
つくることができて良かったです。
私たちは今までの先輩方がやってきたものとはひと味
違った内容で，最初はどうなるかと思いましたが，すご
く楽しく学べる授業になりました。
この題材を通して，日本の伝統音楽を身近に感じ
取ることができたり，特徴を捉え，それを生かして，
自分たちで新しい音楽をつくったり，楽しく活動が
できて満足しているようである。
日本の伝統音楽の魅力を各自が，歴史や発声法な
どいろんな面から探究し，長く歌い継がれている理
由を見つけていくことで，日本の伝統音楽の奥深さ
を感じ取っていった。
授業の最後に，みんなに次のような問いを投げか
けた。
教師：自分たちの演奏は“音”？それとも“音楽”？
１年春の題材「音と音楽の違いは？（サウンドス
ケープによる創作）」で“音”と“音楽”の違いに
ついて考えて以来，各活動ごとに自分たちの作品や
演奏が“音”なのか“音楽”なのかを振り返ってい
る。由希は今回の活動に関して，自分の入れたい音
を入れることができ，特徴をつかみながら発表でき
たことに満足しているようである。
クラス全員に「今，自分たちが発表したものは音？
それとも音楽？」と尋ねたところ，口々に「音楽！」
という言葉が聞かれた。子どもたちは「自分がどう
いう風にしようか一生懸命考えたから」という理由
と併せて，今回の活動の中で音と音楽の違いは“感
情の有無”であると自分なりに定義付けることがで
きたことから，自分たちの作品を“音楽”であると
答えていた。上記の振り返りの中でもその視点が伺
える。
最後に，今後の音楽活動の中で，自分が胸を張っ
て“音楽”だと言えるように全ての活動を展開して
ほしいと伝えて授業を終えた。
３ 省察
 ３年間の子どもの学びを省察する
中学校３年間を見通した音楽科カリキュラム
音楽学習のプロセスそのものを大切にした授業を
組み立てるならば，子どもが主体となり工夫したり
表現したりする場を多く設定する必要がある。そこ
で，歌唱や器楽，創作や鑑賞といった活動が有機的
に絡み合う複合的な題材を設定する。
本題材では，１年生で学んだことのつながりを意
識して，日本の伝統音楽の特徴を活用して，新しい
音楽をつくることに取り組んだ。質の高い学びが展
開されるように創作や歌唱の支えとなる鑑賞資料を
提示した。鑑賞することで子どもたちの学びを広げ
たり深めたりできた。
ただ，今回の取組は日本の伝統音楽の歌唱法を用
いる必然性が弱いように感じた。この部分について
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は“日本の伝統音楽の歌唱法”を使うことが前提と
なっているから使っているという印象がもたれた。
当初の予定通り，日本の風景等の“日本らしさ”
を表現するために“日本の伝統音楽の歌唱法”を活
用するといった必然性があるともっと良かった。
１年時から「音と音楽の違いは“気持ち”だと思
います。」と由希は考えをもって授業に取り組んで
いる。
音を音楽へと構成する試行の場を保障すること自
体が，音楽科教育として重要であると考える。その
ような経験の中から，自分たち自身で音を操作する
ことの面白さを感じ取ることができれば有意義であ
る。特に，聴くということに視点をあて，身の回り
の音素材に注目し，そこから音楽を創り上げる学習
を経験してきた子どもたち。今回も，自分たちがつ
くる音楽の中で必要な音素材を真剣に考えていた。
さらには，互いに学びを拓いていけるように，学び
の成果を表現し，聴き合う活動を随所に取り入れる
ことが重要であると考える。
日本の声を身近に感じ取り，自分たちの生活の中
で今どのように生かされ，未来に残していくかなど
伝統音楽の重みを各人が考える機会をもつことがで
きた。
今回の題材を受けて，夏の題材「合唱表現の創造
Ⅱ」秋の題材「雅楽の魅力大研究」へとつながって
いく。
 探究のプロセスを大切にする
探究のはじまり
“音楽って何？”“音と音楽の違いは？”そんな
疑問から音楽の探究が始まった子どもたち。身の回
りの自然音や環境音に耳を傾け，聴くことの大切さ
を学んできた。サウンドスケープの諸活動では，音
のイメージや感じたことを図形に表しながら，「音
の風景」を表現した。形や色で表すことで，音楽に
対する自分のイメージが鮮明になり，知覚や感受を
言語化することで，互いにコミュニケーションし，
こだわりをもって音楽表現ができるようになってき
た。音の組み合わせ方や繰り返しなど，構成を工夫
した音楽を創った。これら１年時の学びが音楽学習
の基盤となる。
活動を通して深まる意識
本校音楽科が掲げている核となる学び「感動を音
楽表現に高めるプロセスを大切にする」は３つの基
本的な意識“耳を澄まして聴く”“こだわって創作
する”“心に感じたことを素直に表現する”によっ
て支えられている。本題材においても，これらの活
動を盛り込む。また，子どもたちは入学してからこ
れまでの活動において，自分たちの作品（表現）が
“音”なのか“音楽”なのか，各自の判断基準に基
づいて振り返ってきている。１年春の題材で投げか
けた「音楽って何？」という問いかけに対する答え
は，活動を重ねるごとに子どもたちの中で様々な変
容が見られる。今回の活動が，子どもたちが導き出
す答えにさらなる変容を与えてくれることを期待し
ている。聴くこと・つくること・表現することの活
動を各題材で意図的に位置づけ，学ぶ段階も繰り上
がっていくように仕組む。そうすることによって，
目標を高くもち，子どもたちの意欲を高めていくこ
とで，広がりと深まりを感じる。
また，表現活動と鑑賞活動の相乗作用に着目した
「鑑賞教材の選択」についても，目の前の子どもた
ちの実態に合わせて必要な観点をもつ教材資料を取
り入れた。子どもたちの学びのプロセスの中で，今，
何が必要か何を求めているか，ふさわしい教材資料
を用いるように常に授業展開を工夫することが重要
であると考える。 （ 博恵）
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